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はじめに 

 大腸菌症の原因菌は、保有病原因子により下痢原性大腸菌と腸管外病原性大腸菌に大別

される。今般、管内で発生した牛の敗血症型大腸菌症について、分離菌の病原因子を検索

し、腸管外病原性大腸菌の関与を疑ったので概要を報告する。  

Ⅰ 発生の概要 

1 農場の概要 

黒毛和種の繁殖牛 80 頭、哺育・育成牛 40 頭を飼養する肉用繁殖専業農場であり、哺育

牛は初乳摂取後、人工哺乳により管理、その他の牛は放牧地を併設するフリーバーンで管

理されていた。 

2 発生の経緯 

令和 2 年 9 月、上記農場において、哺育牛 1 頭（黒毛和種、雄、令和 2 年 9 月 12 日

生）が正常分娩にて出生したものの、翌日に沈鬱、起立不能となり、その後死亡したため、

当該死体について病性鑑定を実施した。  

Ⅱ 病性鑑定成績 

1 材料と方法 

（1）病理学的検査 

     剖検後、脳、五大臓器、臍動脈及び膀胱について HE 標本を作製するとともに、脳に  

   ついて抗 O15 群大腸菌を用いた免疫組織化学的染色標本を作製した。 

（2）細菌学的検査 

 脳及び五大臓器について、5%羊血液寒天培地及び DHL 寒天培地を用いて、37℃好気 

   5%CO2 及び嫌気培養を行った。また消化管内容物について、サルモネラ選択増菌・分   

   離培地を用いて、37℃好気培養を行った。 

また、分離菌について、ディスク拡散法により薬剤感受性試験を行った。 

（3）大腸菌遺伝子検査 

 脳及び肺から分離した大腸菌について、PCR 法により O 抗原及び病原因子（鉄取込 

 関連因子、付着・侵入因子、毒素産生因子、莢膜）を検索した。 

（4）ウイルス学的検査 

     脳、肺、腎臓の 10％乳剤及び白血球について、PCR 法による牛ウイルス性下痢ウイ 

   ルス、牛伝染性鼻気管炎ウイルス、アカバネ病ウイルス及び牛アデノウイルス 7 型遺伝

   子検査を実施した。 

 

 

 



図 5 分離菌の薬剤感受性試験結果 

2 結果 

（1）病理学的検査 

ア 剖検所見 

大脳、中脳及び延髄に出血巣がみられた。左右肺前葉及び中葉に長辺 1cm の肝変化

病巣が点在していた。 

  イ 病理組織所見 

脳、肺、腎臓及び臍動脈に出血を伴う炎症像とこれに一致してグラム陰性菌の集簇

がみられた。臍動脈では重度の血栓形成（図 1）、肺では肺動脈内の血栓形成と重度の

出血がみられた（図 2）。免疫組織化学的染色の結果、中脳、肺、腎臓及び臍動脈にお

いて炎症像に一致して見られた菌体は抗 O15 群大腸菌兎血清に対し陽性であった（図

3、4）。 

      

 

       

 

（2）細菌学的検査 

供試材料（脳及び五大臓器）全てから、大腸菌が有意に分離された。サルモネラは陰

性であった。薬剤感受性試験成績は図 5 のとおりであった。  

 

図 2 肺：血栓及び出血(HE 染色） 図 1 臍動脈：血栓(HE 染色) 

図 3 中脳：血管周囲の大腸菌 

O15 群陽性抗原（矢頭） 

（免疫組織化学染色） 

 

図 4 中脳：髄膜炎に一致した大腸菌   

      O15 群陽性抗原（矢頭） 

   （免疫組織化学染色） 



図 6 大腸菌遺伝子検査結果 

 

腸管外病原性関連遺伝子  

 

下痢病原性関連遺伝子  

 

（3）大腸菌遺伝子検査 

O15 群及び鉄取込関連因子 iutA において標的配列と同サイズの断片が得られた（図

6）。 

  

 

 Og15 iutA cnf2 cdtⅢ  F17 afa8 Stx1 Stx2 eae STa STb LT F4 F5 F41 

脳  + + - - - - - - - - - - - - - 

肺  + + - - - - - - - - - - - - - 

 

 

（4）ウイルス学的検査 

 試験した 4 項目全てにおいてウイルス遺伝子陰性であった。 

3 疾病診断 

   検査成績から敗血症型大腸菌症と診断した。 

Ⅲ 分離菌の検証 

1 病原因子を標的とした PCR 

（1）材料 

脳及び肺より分離された O15 群大腸菌を供試した。 

（2）方法 

 腸管外病原性大腸菌に特徴的とされる病原因子である血液内生存能を裏付ける鉄取

込能、組織傷害に関与する付着・侵入因子、毒素産生、その他宿主免疫回避能等、計 26

種類について、当該遺伝子配列を標的とした PCR を実施した[1-19]。 

（3）結果 

 遺伝子検査の結果、鉄取込関連因子 iutA、irp1、irp2、fyuA、iroN、付着・侵入因子

afaC、CS31A、iha、fimH、莢膜 kpsMTⅡにおいて標的配列と同サイズの断片が得ら

れた。なお、下痢原性大腸菌が有する主要な病原因子の保有は認められなかった。 

（4）病原因子保有パターンの比較（図 7） 

 本事例においては、鉄取込能、付着・侵入因子において複数の因子を保有していたも

のの、既報の毒素産生能は確認されなかった[1-9]。国内報告事例において病原因子は

様々なパターンがあり、また、本事例と同じパターンは見られなかった。  

 



図 7 本事例と国内報告事例における病原因子保有パターンの比較  

（陽性：黒、陰性：灰、未実施：白） 

 

 

 

 

Ⅳ 対策 

病理組織学的検査の結果、臍帯を介した感染が強く疑われたことから、分娩場所の消

毒の実施と、出生直後の子牛の衛生管理の再徹底を指導した。対策実施後、同様の事例

は発生していない。 

Ⅴ まとめ及び考察  

 分離菌において保有が示唆された病原因子は、国内外で過去に報告された牛の敗血症

型大腸菌症由来株の病原因子と概ね一致し、本菌は牛由来の腸管外病原性大腸菌である

と強く疑われた。一方で、分離菌の病原因子の保有パターンは各報告とは異なっていた

ことから、敗血症型大腸菌症において分離菌を分類する際は、複数の因子の保有状況を

確認する必要があり、引き続き、国内外の事例と比較するとともに保有が示唆された因

子の作用を検討し、本菌の分類を試みることが類似症例の病性鑑定上必要と考えられた。 

また、本事例は既報と同様に継続発生はなく、日和見的な病態と考えられたが、引き

続き症例数を揃え、病態を明らかにすることが、哺育牛の飼養衛生管理において有用で

あり、生産性向上に資するものと思われる。 
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